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春・秋に成熟する卜ゲモクの卵放出，旺発生および光合成速度の季節変化
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This paper presents the results of studies on egg Iiberation， germling development and seasona1 
changes in photos戸ltheticrates of autumna1 Sargassum micracanthum from the coast of Tosa， Kochi Pref. In 

this population， 1) egg liberation does not synchronize wi出 thelunar cycle; 2) egg size varies within a recep-

tacle and a1so among receptacles in a plant; 3) division of a rhizoid cell is 16・celledtype出 in出eordin釘 γS.

micracanthum;釦 d4) the photosynthetic rate is highest in autumn. The photosynthetic rate of the or-

dinary verna1 S. micracanthum from Tsuyazaki， Fukuoka Pref.， follows the change in temperature， being 

highest in summer. 
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褐藻ホンダワラ類のトゲモ !l (Sarg，前 'sum micracan-

thum) は漸深帯上部に生育し，晩冬から春に成熟する

種である(YOSHIDA1983)。本種を対象とした研究のう

ち成熟に関するものはそれを裏付けるものが多く，神

奈川県三崎(猪野1932)，山口県秋穂湾(河本・富山

1968)，長崎県野母崎(四井ら1984)では 5-6月に卵

放出が行われている。また福岡県津屋崎 (OKUDAet al. 

1984) では本種を含む10種で幼阪を用いた実験が 4-

5月に行われている。一方，土佐湾に生育するもので

は成熟期は11-12月と報告されているので(大野1984)，

トゲモタには春に成熟するものと秋に成熟するものの

2つの個体群が存在することになる。

本研究は，これら両者聞の類似点，相違点を明らか

にするために行ったもので，さきに報告した(本多・

奥田1989)春と秋のアカモクと同様，卵放出，幼座の

発生様式について観察を行い，生長と密接な関係があ

る光合成速度の季節変化を調べた。

材料と方法

隔，放出卵の大きさ，幼匪の発生様式を調べた。光合

成速度についてはこのトゲモクと，福岡県津屋崎

(Fig. 1)に生育し春に成熟するトゲモクの両者を調べ

て比較した。

秋に成熟するトゲモタの卵放出間隔は 1日1回のス

キューパ潜水により観察した。放出卵の大きさは，高

知大学付属海洋生物教育研究センターに持ち帰った藻

体を用い，藻体における生殖器床の部位，生殖器床上

の放出卵の部位に留意して測定を行った。幼症の発生

様式については持ち帰った母藻を同センターで培養

し，観察した。

光合成速度の測定は，土佐の個体群では1984年 3，

7， 9， 11月に，津屋崎のものでは1984年 2，5， 7. 

9. 11月に，それぞれ藻体上部の葉を用いた。土佐で

採取した葉は 3. 9月には約 1時間でセンターに 7.

11月には 1日後に九州大学に持ち帰った。津屋崎で採

取した葉は数時間で九州大学に持ち帰った。持ち帰っ

た棄は現地と同水温に保った。光合成速度は 2. 3月

には Wink1er法，他は酸素電極法で測定した。実験に

は Lyrnan& Flemingの人工海水を用い，光源には東

1984年11月22日より 12月14固まで，高知県土佐市 芝フォトリフレクタランプ (100V500Wフラッド)

(Fig. 1)に生育する秋に成熟するトゲモタの卵放出聞 を用いた。
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Fig. 1. Maps of sampling stations 

実験の光条件は 2月は 0，170， 500， 1000， 2000μE. 

m-2.sec-J の5段階 3月は 0，180， 550， 1000， 

2000μE.m-2.sec-' の5段階 5月は 0，300， 500， 

1000， 1500， 2000μE.m-2.sec-'の6段階 7，9， 11 

月は 0，140， 200， 300， 500， 1000， 1500μE・m-2.sec-'の

7段階であった。温度条件は秋に成熟するトゲモクで

は3月 150C，7月250C，9月250C，11月200Cであ

り，生育場所の水温はそれぞれ 15，23.5， 26， 20.90C 

であった。春に成熟するトゲモタでは 2月 100C， 5 

月 200C，7月 300C，9月 250C，11月200Cであり，生

育場所の水温はそれぞれ 10.2，19.8， 28.8， 26， 20.10C 

であった。

結 果

卵放出

卵放出日を Table1に示す。卵放出は11月22，26， 

27日， 12月2，13日に見られた。但し11月26日にはご

く僅かの個体で放出卵が見られたに過ぎなかった。放

出間隔は主に 5日と 11日で，太陰周期との関係は認め

られなかった。水深の浅いところに生育する個体も深

いところに生育する偲体も同じ日に卵放出した。生殖

Table 1. Dates of egg liberation in autumnal 
Sargassum micracanthum at Tosa， 1984. 
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器床上の幼妊の残留日数は 2日から 3日であった。 1

回目の卵放出が生殖器床の 2/3以上の範囲で行われ

るものが多く 2回目以降の放出卵は相対的に少なか

っTこ。

放出卵の大きさは中部で大きく，藻体の上部，生殖

器床の先端部仮ijで小さくなる傾向が認められた

(Table 2)。同様の傾向は津屋崎の春に成熟するトゲモ

クでも認められた (Table3)。

幼匪の発生様式

秋に成熟するトゲモク幼匪の発生様式を Fig.2に示

す。放出卵は 8核を有し (Fig.2a)，受精後 1核のみ残

し他の核は消える。第一分割は長職に対して垂直に起

こり (Fig.2b)，第二分割でレンズ状の仮根細胞が形成

される (Fig.2c)。この仮根細胞は 4回の引続いて行わ

Fig. 2. Germling development of autumnal Sargassum micracanthum at Tosa. a， egg with 8 nuclei; b， first 
segmentation; c， second segmentation， forming a rhizoid cell; d，自rstsegmentation of the rhizoid cell; e， second 
segmentation of the rhizoid cell; f， third segmentation of the rhizoid cell; g， rhizoid cell in a 16-celled stage; h & i， 
rl由 oidssomewhat elongated; j， rhizoids further elongated; k， rhizoids ramified. 
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Table 2. Egg size in mean value (pm) for 
autumnal Sargassum micracanthum at Tosa. FEB. 
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Table 3. Egg size in mean value (pm) for 
Sargassum micracanthum at Tsuyazaki. 
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れる細胞分裂で16の細胞に分割される (Fig.2d， e， f， 

g)。その後それぞれの細胞から 1本ずつ計16本の仮根

が伸長する (Fig.2h， i， j)。仮根は受精後約6日で枝分

かれを始め，付着面を増大する (Fig.2k)。
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Fig. 3. Seasonal changes in photosynthesis-
light relationships of Sargassum mたracanthum at 
Tsuyazaki. 

光合成速度の季節変化

津屋崎の春に成熟するトゲモクの 2，5， 7， 9， 

11月の単位面積当りの純光合成速度に基づいて作成し

た光弓光合成曲線を Fig.3に示す。 2月には純光合成

速度は 170pE.m-2.sec1で光飽和に達しており，そ

の値は 1.32μmolO2・cm-2.hr-1であった。成熟期盛期

の5月には 500pE・m-2.sec-1でほぼ光飽和に達して

おり，その値は 0.71μmolO2・cm-2.hr-1 であった。 7

月には 500μE・m-2.sec-1で光飽和に達しており，そ

の値は 4.83μmolO2・cm-2・hr-1 であった。 Ik値は約

440μE・m-2.sec-1 となった。 9月には 500pE.m- 2 • 

sec-1 で光飽和に達しており，その値は 3.92μmolO2・

cm-2.hrーら Ik値は約 400μE・m-2.sec-1 となった。
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2.30μmolO2・cm-2.hr-1であった。 7月には 1000μE.

m-2.sec-1で光飽和に達しており，その値は 2.69μmol

O2・cm-2.hr-'，Ik値は約 330μE.m-2.sec-1となった。

9月には 1000μE・m-2.sec-1でほぼ光飽和に達してお

り，その値は 3.98μmolO2・cm-2.hr-l，Ik値は約

520μE.m- 2 .sec- 1 となった。 11月には 1000μE.m- 2 •

sec-tでほぼ光飽和に達しており，その値は 4.76μmol

O2・cm-2.hr-'，Ik値は約 360μE・m-2.sec-1 となった。

Egg liberation， germling development and photosynthesis of S. micracanthum 

MAR. 
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河本・冨山(1968)は山口県秋穂湾のトゲモクの卵

放出時期の水温は約 15-230Cであると報告している。

今回，津屋崎での卵放出時期の水温は 15-200C 程度

であった。今回，土佐の秋に成熟するトゲモクの卵放

出時期の水温は約 200Cであり，春に成熟期を持つト

ゲモクと同水温範囲にあった。

ホンダワラ類の卵放出は大潮時に起こることが多く

報告されている(猪野1939，須藤1948，FLETCHER 

1980)。しかし OKUDA(1981)や四井ら (1984)は必ず

しも大潮時とは限らず，むしろ潮汐周期との関係は認

められないことを示している。河本・富山(1968)も

山口県秋穂湾では一般的には大潮時としながらも，小

潮時に卵放出があったことも述べている。土佐の秋に

成熟するトゲモクの卵放出間隔は 5日と 11日，および

一部の個体では 4日であり，強い同時性は認められた

ものの潮汐との関係はなかった。奥田(1982)は津屋

崎の春に成熟するトゲモクにおいて卵放出間隔は 6日

から 9日で，その中でも 7日間隔の頻度が高いと報告

している。卵放出の潮汐の影響について考察するため

にはさらに異なる多くの場所での観察が必要であろう。

猪野 (1947)は卵の大きさは各属各種で一定してお

り，一般に体制の複雑な，分類学的に上位にあるもの

ほど大きいと述べている。 トゲモクについては三崎で

5月から 7月に得た放出卵の大きさを 384x 275μmと

しているが，この値は今回報告した土佐および津屋崎

のものに比べて非常に大きい。 1個体内，また 1生殖

器床内でも差のあることから，今後大きさの比較を行

う場合にはこのような条件も考慮することが必要と思

われる。

秋に成熟するトゲモクの仮根細胞は十六細胞型に分

裂し， 16本の仮根が伸長する点，猪野 (1947)の報告

するトゲモクと同じであった。

春に成熟するトゲモクの光合成の光飽和点および

Ik {i直は冬季に低く，夏季に高かった。純光合成速度
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Fig. 4. Seasonal changes in photos戸ltbesis-
light relationships of autumnal Sargassum micracan-
thum at Tosa. 

11月には 500μE.m-2.sec-1 で光飽和に達しており，

その値は 3.08μmolO2・cm-2.hr-'，Ik値は約 340μE.

m-2.sec-1となった。

土佐の秋に成熟するトゲモクの 3，7，9，11月の

単位面積当りの純光合成速度に基づき作成した光ー光

合成曲線を Fig.4に示す。 3月には純光合成速度は

180μE・m-2.sec-1 で光飽和に達しており，その値は
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は成熟期の 5月を除いて 1k値が高くなるほど高くな 文 献

っており，現場水温が最も高かった 7月に最高となっ

た。秋に成熟するトゲモクでは冬季には光合成の光飽

和点が下がり，高水温期に光飽和点および 1k値が高

いのは同様であった。しかし11月には光ー光合成曲線

の立ち上がり勾配が大きいため 1k値が 9月より低い

にも拘らず純光合成速度は最高となり，春に成熟する

トゲモクの光合成活性の季節変化とは異なる型を示し

た。土佐湾の秋に成熟するトゲモグについて大野

(1984)は3月は主校長が短くなり 5月から 7月にか

けて最も短く，その後伸長すると報告しており，今回

の光合成活性の季節変化の結果はその成長のパターン

と適合している。植物は生殖成長に移行するまでに一

定量以上の栄養成長を達成しなければならず，成長は

光合成に依存する。ホンダワラ類のように季節的消長

の著しい海藻において，光合成活性の季節変化の違い

は生殖成長に移行できるだけの栄養成長を達成する時

期に大きな影響を与える。秩に成熟するトゲモクは，

その光合成能の季節変化のパターンゆえに，水温が成

熟期と同程度(約200C)の春季には藻体は小さく，生

殖成長への移行に充分な栄養成長を達成することがで

きない。このため春に成熟するトゲモクとは異なる個

体群を形成すると考えられる。
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